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連の会
海を渡る鳥は、波同を漂う流木に
憩うという　離婚一それは旅の半
ばの一つの出来事，新たな旅立ち
をした女たちはいま手をとりあい、
女であるがゆえの偏見と差別に向
きあう。ハンド・イン・ハンドは
生きやすい社会をめざし、支えあ
う女たちの流木である。
［あきらめますか。闘いますか］
■陽が昇り、そして陽が落ちて。ディテールの部分
では随分違うように思うのに、誰にも等しく1日1
日が来て、そして毎年365日が駆け足で過ぎ去ります。
■年の初めに良いニュースをお届けしたがったので
すが、与党3党と政府は財政難の折、母子家庭が受
けている児童扶養手当の予算削減を決めました。
　離婚後5年間だけ支給をするという抜本的削減は
平成15年度からのようですが、年収130万円から1
万円上がる毎に年2，000円ずつ削減する案は今年8月
から実施したいようで、その改悪案はこの1月21日
から始まる通常国会で可決されそうです。
　月々15万円で子ども2人の3人家族が食べていく
のは厳しい限り。この場合、180万円の年収となり、
改悪案では年に10万円が削減されるわけです。
■ハンド・イン・ハンドの会は他のグループと共に
反対運動を起こすべく、賛同者を募り、衆参議長へ
の請願や要望書の署名活動を繰り広げると同時に、
私は、民主党内に「ひとり親家庭等自立支援ワーキ
ング・チーム」を立ち上げ、座長として、反対の方
向に党内をまとめるつもりです。
　養育費をスムーズに父親から払わせるシステムの
確立や、女性の就労意欲を阻む雇用環境の改善、生
活の基礎となる住宅の確保等々、まず行政が支援す
べきことを後回しにして、予算がないから削減とい
うのでは、知恵も情もありません。
■皆さん、声を上げて下さい。この不況で失業した
り、2つも3つも仕事を掛け持ちしても生活は火の
車という人が少なからず。そんな中で疲れ果て、時
間もエネルギーもないかもしれない。でも黙ってい
ては政治は変わりません。あきらめていては「痛みを
受けるのは弱い者だけ」になってしまいます。
■皆さん、住んでいる町の議会や地元の国会議員に訴
えて下さい。新聞にも投書しましょう。インターネ
ットで窮状を訴えましょう。あきらめず、闘うこと。
そうしなければ離婚女性の生活は変わりません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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44％の父親は別れても子どもと行き来をしています。
会っていると養育費の支払い率も高い。子どもにと
っては経済面、物理面、精神面の全てからサポート
してもらえることが大事です。 円より子
　201号では養育費と面接交渉についてのアンケート
の中間報告をしましたが、今回、全てのアンケート
（266件）を精査したところ、さらに意義ある結果が出
てきました。このような調査は他に例がなく、養育費
や再婚、父と母の収入なども、面接交渉に関連の大き
いことが立証されました。
■266件中の有効回答は262件。内、女性記入者は244
件、男性記入者は18件
　244件中、母親が全児を引き取ったのは194件。その
内、面接交渉有りは107件（55．15％）で、現在も面接を
しているケースは85件（43．81％）、以前は会っていたが
今はないのが22件（H．34％）、全く会っていないケース
が87件（44．85％）でした。
　男性記入者18件中、12件（66．7％）は母親が引き取り、
父親（つまり本人）が引き取ったのは5件（27．8％）、双方
で分けたケースは1件（5．6％）でした。面接の有無で
は、父と子の行き来は12件中3件（25．5％）、母と子の
行き来は5件中2件（40．0％）、養育費の取り決めは17
件（94．4％）と高く、「約束通りある」11件（61．1％）、「約束
はないが支払いあり」1件（5．6％）、「成人し期限が終わ
った」1件（5．6％）を合わせると、72．3％の高率で、それ
は年収500万円以上が10件（55．6％）と、女性記入のアン
　　　　　★面接交渉のトラブルは？
　母親が子どもを引き取った194件中85件に面接交
渉が有り、その内44件で面接交渉のトラブルを訴え
ています。トラブルの内容は、「日程を決める時、
別れた父親が自分の都合を押しつけてくる」14件
（31．8％）、「離婚後も元夫から頻繁に連絡があったり、
会ったりするのが苦痛」10件（22，7％）、「自分（母親）の
親兄弟が、子どもと父親の行き来に反対している」
4件（9．1％）というお互いや家族の感情のもつれや、
「子どもに物を買い与えたり過ぎたり、甘やかすの
で躾や教育上困る」6件（13．6％）、「父親が日程を守
らなかったり、当日キャンセルしたりする」5件
（1L4％）といったマナー違反も。
ケートでわかっている父親の離婚時の年収500万円以
上、41．69。をかなり上回っているからでしょうか。
今回のアンケートで男性は18件（6．9％）と1割にも
なりませんが、母親と同じ数だけの父親が離婚後の子
どもの問題について悩んでいるはずで、男性への協力
の呼びかけと調査項目を再考しなければと思っていま
す。それにしても、男性記入のアンケートは切ないケ
ースが多かった（囲み記事をお読み下さい）。
■面接交渉107件、55％はすごい。しかし現在進行形
は85件（44％）。再婚した父は会わなくなる？
　18年前の調査では、父と子の行き来は29％でしたか
ら、107件（55％）という数字はすごい伸びです。しかし、
今現在、進行中となると85件（44％）ですが、それでも
増えてきました。以前は会っていたのに今は会わなく
なった22件はどういう理由があるのでしょうか。　こ
の22件中、10ケースの父親が既に再婚しています（恋
人との同居含む）。これは45．5％の高率で、これが面接
交渉がなくなった一因になっています。もちろん、父
親が再婚しても、子どもが産まれても、別れて暮らす
子どもと会っているケースもありますが、アンケート
の文面からは「次第に疎遠になり、連絡も来なくなっ
た」とか「今の妻からクレームが出たらしい」などの事
情が伺えます。
　再婚していなくても、「所在がわからない」「連絡し
てこない」など、中には病気の子が「お父さんに会いた
い」とせがむので連絡しても、入院先に来てくれなか
ったなど、子どもの気持ちを思うと切なくなるケース
もありました。
　現在進行形85件中では、父親の再婚は19件（22．4％）
で、母の再婚は4件（4．7％）。やはり、どちらも再婚し
ていない方が（特に父親が）面接交渉は続いています。
本来、「遠方だから」とか、「再婚したから」という理由
で子どもとの行き来が途絶えるものではないと思うの
ですが。
■夫が全児を引き取ったケースの離婚原因は「夫の暴
力」、「親きょうだいとの折り合いの悪さ」、「妻の仕事
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への無理解」が際立つ
　このケースは別れた二二が書いたものですから、夫
が子どもを引き取ったケースに「暴力」が多いなどと
言うつもりはありません。父親が子どもを引き取るケ
ースが増えてもいいと思っていますので、誤解を与え
ないように分析しなければなりません。ただ、夫の暴
力に苦しみ、また夫の親と同居していて、子どもを置
いて出ざるをえなかった妻たちの姿も依然としてある
ということです。
　ただ離婚理由と別に、職業、収入で見ると、また違
った側面があります。離婚時に正社員（42％）、公務員
（33％）だった父親が大半で、年収も500万円以上が50％
と多い（全体では42％）のです。
　父親が引き取った子と母との面接はどうなっている
でしょう。取り決めに関しては12件中8件（66．7％）で、
実際にも同件数が行き来をしています。しかし、夫が
しっかりと養育費は請求するのに息子との面会を邪魔
するケースがあったり、黙って会っている子どもが父
親を気にしているなど、行き来もそうスムーズとばか
りはいかないようです。
　母と子の行き来のないケースでは、「子どもの精神
状態が落ち着くまで会わないでくれ」と言われたケー
スや、「父親が亡くなり、祖父母に育てられていて会
えない」等の事情もありました。
■子どもを分けたケースは6件で、子ども2人が4件、
子ども3人が2件
　子どもを分けた場合子ども同士の交流のためにも行
き来をする確率は高いようです。2件が行き来無し。
4件が行き来有り（67％）。行き来が無い理由はアン
ケートからだけではよくわかりません。子どもを分け
る時、裁判になったり、奪い合いになることも多く、
そうした経緯を経て「会えない」となると、事情を書く
のも辛いのかもしれないと、勝手な推測をしています。
■別れた子と父の行き来は、母と父の離婚時の職業・
年収に関係があるようだ
　面接交渉有りの85件中、母親が離婚時に有職だった
か無職だったかを見ると、有職53件（62．4％）、無職30
件（35．3％）となっています。それが面接無しでは、有
職が37件（425％）とぐっと減り、無職が50件（575％）と
増えるのです。年収で見ても面接有りの方が高い。こ
れは母親に経済的基盤のある方が、「父と子の面接」に
対して寛大になれるし、自分の生活や感情と子どもの
権利を分けて考えられるということが言えるのではな
いでしょうか。
　父の離婚時の年収を見ると、面接有りでは85件中9
件（10．6％）が年収500万円以下、35件（41．2％）が500万円
　　　★男性が記入したアンケート（18件）
　母親が子どもを引き取った13件の内、8件が子の
引き取りをめぐって調停や裁判まで行ったが引き取
れなかったケースで、その内7件が面接無し。養育
費は支払っているし面接権も決めたのに会うことを
拒否されているのが7畑中4件も。13件中1件は別
居中で、子に会いたくて出向くと警察沙汰にされて
しまう。後の2件は元山の再婚で会わせてもらえな
くなっている。面接が続いているのは、結局3件
（23．1％）のみ。
　父親が六曜を引き取った4件では、2件が既に子
どもは成人または10代後半で、母と自然に行き来を
し、2件は子が幼いけれどどちらも全く母からの連
絡無し。子を父母で分けた1ケースでは、子どもに
会いたいが母親の意向で全く面接できず。「日本の
親権や面接権のあり方、法と制度のあり方が母親重
視に偏りすぎ」という父親たちの声にも、耳を傾け
なければなりません。
以上で、面接無しの23件（26，4％）と29件（33．3％）と比較
すると年収の高いことがわかります。
　面接有りの方が養育費の取り決めが76件（89．4％）で、
無しは65件（74．7）であり、その額も面接有りの平均は
子ども一人につき48，904円、面接無しが38，722円とい
うことを考えると、年収の比較的高い父親が別れて暮
らす子どもと会い、養育費も支払っていると言えます。
中には、「養育費を払うから会わせろ」と交換条件に
なるケースもあるようですが、ともかく子どもにとっ
ては、別れた親が経済的にも、物理的にも、精神的に
も自分のことを考え支えてくれると思えるような関係
性を持続してもらえることは重要で、面接交渉の成否
は、別れた夫婦がどうそれを運用するかにかかってい
るとも言えます。
　別れてまで子どものことでもめたくない、関わりた
くないという気持ちも正直よくわかりますが、「面接
交渉を通して、子どものお陰で成長させてもらえまし
た」という人もいます。
　そんな形の面接交渉ができるといいですね。262通
のアンケートの多くはびっしりと書き込みがあり、調
停調書等のコピーまで添付して下ざる人もいて、この
調査に寄せる熱意、ひいては、子どもへの離婚の影響
を小さくしたいという思いがひしひしと伝わってき
て、頭が下がりました。インタビュー等もして、さら
に充実した調査結果をいずれご報告します。とりあえ
ず、本当にご協力ありがとうございました。
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児童扶養手当が削湖睦れてしまう暴？
皮対す雛崎嚇ll驚寓毯勤下さい1一
　　　一2001年11月22日（木）摩難努働省a）毛アリングより一
　児童扶養手当は、現在約70万母子世帯が受給し、子
ども一人の場合、月額全額支給で42，370円（非課税世
帯）、一部支給で28，350円が支給されています。しか
し、厚生労働省は、来年度から「子どものしあわせを
第一に考えた総合的な母子家庭等の自立支援策」を行
うと発表。子育て支援や就労支援、養育費確保などを
する代わりに、児童扶養手当を見直し、支給期間を5
年間に短縮すると同時に、年収130万円から年収が1万
円上がるごとに手当を年2，000円減額し、非課税世帯
からも減額措置を行うとしています。
　長引く不況により、ますます生活が厳しい母子家庭
にとって児童扶養手当は命綱です。この「母子家庭等
の自立支援策」は子どもをより困窮化させ生活保護受
給世帯を増やす結果になりかねません。
厚生労働省のヒアリングで母子家庭の窮状を訴えた
　円より子からも窮状を説明しましたが、事情もわか
らず削減されては困るので「ハンド・イン・ハンドの
会」等から、母子家庭の実情についてヒアリングをす
べきであるとの申し出をし、東京近郊の会員から、苦
しい実情を厚生労働省の担当者に訴える場を設けまし
た。
　厚生労働省より雇用均等・児童家庭局母子家庭等自
立支援調査官蒲原基道氏、同局家庭福祉課母子係長鈴
木宏幸氏が、ハンドからは6名が出席。まず、厚生労
働省から母子家庭等自立支援策についての考え方や児
童扶養手当制度の見直しについて説明を受けた後、ハ
ンド会員がそれぞれ、生活の実情を話しました。
　Kさん（東京）　夫は婚姻中も生活費を入れない人
で、養育費は当てにできず、児童扶養手当を当てに離
婚したが、離婚の前年子どもが扶養家族に入っていな
かったので、離婚後1年間手当が出ず、子どもを3人
抱え、大変だった。1年後に都営住宅が当たり、手当
ももらえるようになり、本当に助かった。
　Mさん（埼玉）　離婚後15年ずっと大変だった。離
婚時仕事をしていないので、母子家庭では不動産屋に
門前払いで住居を借りられず、実家の4畳半に子ども
2人と戻った。心の支えだった父が5年前亡くなり、
?????????????
現在、中3と高2で教育費もかかるが、契約社員で、
パートと掛け持ちしても月収15万円。結婚前の貯金や
相続を切り崩している状況。児童扶養手当は少なくと
も現行の高校卒業まで支給してほしい。息子の問題行
動も見られるようになり、私に全ての負担が掛かるよ
うになり、精神的にも疲労がピークに。24時問いつで
も相談できる電話相談を設置して欲しい。
　1さん（神奈川）　養育費は当てにならず、生活す
る度に赤字が増える。追い出された形で別居した時も
転貸資金を借りて引越。借金の返済が滞り、就職の際
の信用調査で落とされたことも。就職は年齢的に難し
いし、専業主婦で働いた経験や資格がない。資格を取
ろうにも学費もない。パートと児童扶養手当と親戚の
援助で何とかやっているが、展望が見えない。都営住
宅に入りたいが都内に住んでいないので無理。
　Hさん（東京）　離婚して11年、会社を3回変わっ
た。会社が倒産、経営不振で1番初めにリストラされ
るのは女性。仕事を変わる度に労働条件が悪くなる。
昨年ll月にリストラされ、今年6月にようやく就職し
たが、年収が100万円下がった。都営住宅に入れたか
ら何とか生きていける。離婚直後、病気がちの息子を
抱え、ヘルパー派遣サービスが機能せず、本当に困っ
た。安心して子どもを預け働ける制度の拡充を。精神
科にも2年通った。
　Yさん（東京）　離婚して10年は元夫から養育費支
払いがあったが、数年前途絶え、養育費減額の調停を
申し立ててきた。元夫は自営で経営不振で収入がない
（4）
2002年1月旧　隔月1日発行　第202号　ハンド・イン・ハンド
と調停で取り決めてもない人からは取れないと言われ
てしまう。サラリーマンと違い、自営からは取れない。
養育費を支払う父親には税金の控除があるといい。
ハンド・イン・ハンドの会からの要望
　その後、養育費を母子寡婦福祉法に明記して、母親
から父親に養育費を取り立てるようにしても実効性は
ない。また、養育費を義務化しても暴力のあるケース
などネックになる。児童扶養手当にかかる予算が母子
家庭等支援策全体の予算の96％を占めると言うが、①
就労支援②子育て支援③住宅支援④養育費や別居中の
生活費等の支払い履行確保制度の整備が担保できれ
ば、自然と予算額は減ってくるのだから、支援策の成
果が上がってから、児童扶養手当の見直しを行うべき。
福祉事務所、母子相談員の研修の強化等要請しました。
厚生労働省の最大の目的は児童扶養手当の削減1
　自民党は昨年10月、党の厚生労働部会内に「母子寡
婦問題等小委員会」を設置。12月6日目小委員会では、
今後の母子家庭等対策の推進にあたって、基本的方針
について議論、決定されました。
　自民党や厚生労働省の母子家庭等自立支援策の最大
の目的は、児童扶養手当の削減に他なりません。
　支援策を講じながら、手当を見直すとヒアリングの
際には言っていましたが、12月6日の小委員会の基本
的方針では、今年の8月から児童扶養手当の支給事務
が都道府県から平等に移譲されることに併せて、児童
扶養手当額と所得の関係の見直しを実施するとしてい
ます。
　しかし、就労支援などの施策は、平成15年度からの
全面実施を目指すと、本末転倒しています。
　厚生労働省は、小委員会の要請を受けて今後の母子
家庭等対策の改革大綱を作成することになりますが、
その案は2月中旬の小委員会に提示され、そこで議論
され、3月上旬には改革大綱と法律案として閣議決定
され、国会提出されることになっているのです。
　ハンドの会としても、他の当事者団体と共同で請願
署名活動、集会、シンポジウムを行う等、運動してい
きます。皆様のご意見、ご協力をお願いします。
★請願署名にご協力下さい里
　厚生労働省の児童扶養手当抑制案を撤回するた
め、ひとり親家庭の当事者団体「ハンド・イン・
ハンドの会」と「しんぐるまざあず・ふお一らむ」、
「母子家庭共和国」共同で、要望書を厚生労働大臣
を初め国会議員に、請願書を衆参議院議長に提出
する等、運動することにしました。
　別紙の請願書は表裏で衆参議長用になっていま
す。両院に提出しますので、両面をそれぞれコピ
ーし、同じ人から2枚に署名を頂いて下さい。ぜ
ひ友人、知人に呼びかけて請願署名を表記事務所
までお送り下さい。1月18日（金）必着でお願いし
ます。
　厚生省との会合に参加してくれたハンド
会員の生活ぶりをご紹介します。児童扶養
手当が削減されたら、どの支出を削ること
になるのでしょうか。
神奈川・1さん（49歳）
　　（子ども2人）
　　家計簿内訳
　　（2000年4月分）
〔収入〕
　パート代（手取り）
　児童扶養手当
　養育費
150，㎜円
47，370円
100000円
297，370円
東㌔撫烙歳）
　　家計簿内訳
　（2001年11月分〉
〔収入〕
　アルバイト代
養育費
　貸付金（元夫の会社から）
　児童扶養・育成手当
叔母からの援助
15，000円
50，000円
50，000円
55，870円
10000円
180，870円
神奈川・Kさん（49歳）
　　（子ども2人）
　　家計簿内訳
　　（1999年9月分）
　計
〔支　出〕
　家賃
　電話代（携帯）
水道・光熱費
学費（子どもの小遣い含）
家具
衣服となべのローン
食費
交際費・雑費?
　計
〔支　出〕
　家賃
　駐車場
　食費
　光熱費
　電話代（携帯込）
　ガソリン・交通費
通学定期代
　共済保険料
子ども習い事
PTA会費・旅行積立等
雑費?
65，140円
　5，000円
40，000円
　7，500円
10，000円
　9，㎜円
13，000円
　2，000円
16，000円
ll，400円
　塁，830円
180，870円
　計
〔支　出〕
　家賃
　食費
水道光熱費
　保険料　　　　．
　新聞代
教育費
塾
習い事
小遣い（子ども）
小遣い（私）
雑費
〔収入〕
　給与（手取り）　　　　　　150，000円
　児童扶養手当　　　　　　47，370円
　兄弟からの援助（家賃分）120，㎜円
　　　　　　　　　　317，370円
70，0CO円
ll，ooo円
15，000円
20，㎜円
20，㎜円
50，㎜円
70，000円
41，370円
297，370円
120，000円
65，000円
25，000円
　3，600円
3，720円
6，701円
17，850円
11，235円
3，000円
15，000円
20，㎜円
計291，106円※残高は衣服・交際費・娯楽費等に使います。
（5）



